
（4）鍛造剥片とは鉄素材を大気中で加熱、鍛打したとき、表面酸化膜が剥離、飛散したものを

指す。俗に鉄肌（金肌）やスケールとも呼ばれる。鍛冶工程の進行により、色調は黒褐色か

ら青味を帯びた銀色（光沢を発する）へと変化する。

鍛造剥片の酸化膜相は、微厚の外層へマタイト（Hematite：Fe203）、中間層マグネタイ

ト（Magnetite：Fe304）、大部分は内層ウスタイト（Wustite：FeO）の3層から構成される。

（5）日刊工業新聞社『焼結鉱組織写真および識別法』1968

ウスタイトは450～500Hv、マグネタイトは500～600Hv、ファイヤライトは600～700Hv

の範囲が提示されている。ウルボスピネルの硬度債範囲の明記はないが、マグネタイトに

チタン（TiO2）を固洛するので、600Hv以上であればウルボスピネルと同定している。それ

にアルミナ（A1203）が加わり、ウルボスピネルとへ－シナイトを端成分とする固溶体とな

ると更に硬度値は上昇する。このため700Hvを超える値では、ウルボスピネルとヘーシナ

イトの固溶体の可能性が考えられる。

（6）雀部実・館充・寺島慶一『近世たたら製鉄の歴史』丸善プラネット（株）2003

（7）大澤正己・鈴木瑞穂「御漆山遺跡出土製鉄関連遺物の金属学的調査」2002石見町教育委員

会提出（未発表資料）

（8）前掲注（3）

第5章　鉱物各論　D．尖晶石類・スピネル類（SpinelGroup）の記載に加筆

尖晶石類の化学組成の一般式はⅩY204と表記できる。Ⅹは2価の金属イオン、Yは3価

の金属イオンである。その組み合わせでいろいろの種類のものがある。（略）

スピネル（Spinel：MgA1204），へ－シナイト〔鉄スピネル〕（Hercynite：Fe2＋A1204），マ

グネタイト〔磁鉄鉱〕（Magnetite：Fe2＋Fe23＋04），クロム磁鉄鉱（Chromite：Fe2＋cr204），

マグネシオクロマイト（Magnesiochromite：MgCr204），ウルボスピネル（Ulvospinel：

TiFe23＋04）またこれらを端成分とした固洛体をつくる。

（9）前掲注（3）

第4章　主要な造含鉱物　4．7かんらん石類（01ivineGroup）

かんらん石類はⅩ2Si04で表される。ⅩにはMg，Fe2＋，Mn2＋，Caなどがはいる。

（10）鈴木瑞穂「日本の前近代製鉄炉の変遷と出土製錬淳の組成変化」『鉄の歴史－その技術と

文化－フォーラム第6回公開研究会論文集』（社）日本鉄鋼協会社会部会「鉄の歴史－その

技術と文化－フォーラム」　2004
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TabIe．5　菩ケ原奥たたら出土砂鉄・製錬淳の化学分析結果

出土位置 試料符号

2 トレンチ M Y 0 －9

M Y 0 －10

1

SX Ol M Y 0 －16

M Y 0 －17

M Y 0 －18

M Y 0 －19

フェライト単相　 亜共析組織　　 共析組織　　 過共析組織 鋳鉄
推定炭素含有量（％） 1 l

■t．＿＿■■■r0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．8　　　　　　　　　　　　2

TabIe．6　菩ケ原奥たたら出土含鉄鉄淳・鉄塊系遺物の断面組織観察結果

ー90－
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Photo．9　流動津表皮・鉄塊系遺物の顕微鏡組織
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Photo．11鉄塊系遺物の顕微鏡組織
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Photo．12　木炭（MY0－20－1）の木材組織
上段：木口、下段左：柾目、下段右：板目
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Photo．13　木炭（MY0－20－3）の木材組織
上段：木口、下段左：柾目、下段右：板目
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Photo．14　上段：炉壁（砂鉄焼結塊）（MY0－2）のマクロ組織（×20）

下段：砂鉄（採取）（MY0－4）のマクロ組織（×20）
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Photo．15　上段：砂鉄（遺跡出土：鉄淳水洗後の土砂を磁選）

（MY0－5）のマクロ組織（×20）

下段：流動津（MY0－8）のマクロ組織（×5）
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Photo．16　上段：炉内津（含鉄）（MY0－9）のマクロ組織（×5）
下段：鉄塊系遺物（MY0－10）のマクロ組織（×5）
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MY0－11×5

MY0－13×10

Photo．17　上段：鉄塊系遺物（MY0－11）のマクロ組織（×5）
下段：砂鉄焼結塊（MY0－13）のマクロ組織（×10）
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Photo．18　上段：砂鉄（遺跡出土：鉄津水洗後の土砂を磁選）

（MY0－14）のマクロ組織（×20）

下段：鉄塊系遺物（MY0－16）のマクロ組織（×5）
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MY0－17×5

MY0－18×10

Photo．19　左側：鉄塊系遺物（MY0－17）のマクロ組織（×5）
右側：鉄塊系遺物（MY0－18）のマクロ組織（×10）
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Photo．20　鉄塊系遺物（MY0－19）のマクロ組織（×10）
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著ケ原奥たたら跡から出土した炭化材の放射性炭素年代測定

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

著ケ原奥たたら跡の第2トレンチでは2・3層の淳層から木炭が24点出土している。本報告では、

24点の炭化材から選択した2点について、加速器質量分析法（AMS法）による放射性炭素年代測定を

実施する。

1．試料

年代測定用試料は、第2トレンチでは、2・3層の淳層中から出土した炭化材から選択した2点で

ある。試料名は2点とも同一（構成No．109－2，分析No．12）で、8gと4gの試料がある。

2．分析方法

測定は株式会社加速器分析研究所の協力を得て、AMS法で実施する。放射性炭素の半減期は

LIBBYの半減期5，568年を使用する。また、測定年代は1950年を基点とした年代（BP）であり、誤差は

標準偏差（One Sigma）に相当する年代である。なお、暦年校正は、RADIOCARBON CALIBRATION

PROGRAMCALIBREV5．0（Copyright1986－2005MStuiverandPJReimer）を用い、誤差として標準

偏差（OneSigma）を用いる。

3．結果

同位体効果による補正を行った測定結果を表1に示す。構成No．109－2，分析No．12（4g）は270±

40BP、No．109－2，分析No．12（4g）は150±30BPを示す。

暦年校正に関しては、本来10年単位で表すのが通例であるが、将来的に暦年較正プログラムや暦年

較正曲線の改正があった場合の再計算、再検討に対応するため、1年単位で表している。暦年較正に

あたっては、北半球の大気中炭素に由来する較正曲線を用いる。測定誤差をαとして計算させた結果、

構成No．109－2，分析No．12（4g）はcal．AD1796－1523、No．109－2，分析No．12（4g）はcal．AD1952－

1670である。

なお、測定に用いた炭化材については、測定前に測定に影響がない範囲で一部を欠き、実体顕微鏡

と電子顕微鏡観察による樹種同定を実施した。その結果、構成No．109－2，分析No．12（4g）は落葉

広葉樹で環孔材の木材組織を有するコナラ節に同定された。No．109－2，分析No．12（4g）は、道管の

分析密度が比較的高い散孔材となる広葉樹材であるが、組織が収縮して放射組織の特徴等がほとんど

観察できなかったため、種類の同定には至らなかった。

表1．放射性炭素年代測定結果
構成N o．分析N o． 層　　 位 重量 種　　 類 補正年代B P ♂13C （‰） 測定年代BP C ode．N o．

109－2 12 第2トレンチ淳層 4 g 炭化材（散孔材） 270±40 －27．18±0．65 300±40 lAA A －42671

109－2 12 第2トレンチ浮層 8 g 炭化材（コナラ節） 150±30 －28．22±0．67 210±30 IAA A －42672

1）年代債の算出には、Libbyの半減期5568年を使用。
2）BP年代値は、1950年を基点として何年前であるかを示す。

3）付記した誤差は、測定誤差♂（測定値の68％が入る範囲）を年代値に換算した値。
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図版1

菩ケ原奥たたら跡　出土陶器



図版2

菩ケ原奥たたら跡　出土遺物



調査前状況（東より）

SXOl南西端加工段土層堆積状況（北西より）

第1トレンチ鉄浮堆積状況（北西より）



久村川河口、日本海

SXOl炭溜り士層堆積状況（南西より）

第2トレンチ　木炭採取状況（北西より）



SXOI Pl土層堆積状況（北より）

SXOI P6土層堆積状況（北東より）

SXOI P9巨石と掘り方（西より）

SXOI Pl完掘状況（北より）

SXOI P7完掘状況（北東より）


